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１．電力需要見通し
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（１）北海道エリアの冬季の気候と電力需要

・気温は、１月中旬から２月中旬が最も低く、札幌市では最低気温がマイナス

１０℃程度となります（内陸部ではマイナス２０℃を下回る地域もあります）。

・冬季の電力需要は、融雪・暖房機器の稼働などから、一日を通じて高い水準で

推移し、夏季に比べピーク時間帯で２０％程度、日電力量では３０％程度増加

します。
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（２）昨冬(2017年度冬季)の最大電力発生日の状況

・昨冬の１２・１月の最大電力は、照明機器や暖房機器などが同時に稼働する夕方

に概ね発生しました。

・一方、最大発生日（２０１８年１月２５日）は、低気温の通過により、札幌市の

午前７時の気温が、マイナス１２．３℃と急激に低下したことから、暖房機器が

一斉稼動し、午前１０時に５２５万ｋＷに達したものと分析しています。
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冬Ｈ３

（３）今冬(2018年度冬季)の需要見通し

・需要見通しは、供給計画で想定した最大３日平均電力（Ｈ３）を基に、過去

１０ヵ年で最も厳寒であった２０１０年度並みの気象影響を織り込み、厳冬時

の１日最大電力（Ｈ１）を想定しました。

・想定においては、昨年の最大電力発生と同様に一時的な気温低下等による暖房

機器の一斉稼働が起こる可能性を考慮した結果、５２５万ｋＷの見通しとなり

ました。
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２．電力需給見通し
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（１）供給力の状況

・苫東厚真発電所は、２号機（６０万ｋＷ）が１０月１０日に復旧し、北海道胆振
東部地震の影響で停止していた全てのユニットが復旧しました。

・また、１０月３１日に苫小牧火力発電所１号機、１１月９日に苫小牧共同火力発
電所３号機（ともに２５万ｋＷ）が復旧予定であり、暖房需要が高まる冬季に向
け、供給力の確保を図っている状況です。

・冬季（１２～３月）の供給力は、 ６１０万ｋＷ程度（発電所の所内電力を控除
した送電端での評価）となる見通しです。

復旧・復旧予定 発電設備名 定格出力

９月１９日 苫東厚真 １号機 ３５万ｋＷ

９月２５日 苫東厚真 ４号機 ７０万ｋＷ

１０月１０日 苫東厚真 ２号機 ６０万ｋＷ

１０月３１日 苫小牧 １号機 ２５万ｋＷ

１１月９日 苫小牧共同火力 ３号機 ２５万ｋＷ
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（２）今冬（2018年度冬季）の需給見通し

・北海道エリアの需要および供給力見通しに基づく今冬の需給見通しは、下表のと

おりです。最も需給が厳しい２月においても、供給予備率は１６．４％程度とな

り、電力の安定供給に必要な最低限の予備率３％を上回っています。

・ただし、エリアの太宗を占める北海道電力の供給力は、火力発電設備が全て運転

していることを前提としており、発電設備の計画外停止や出力抑制のリスクが発

生した場合の状況を確認し、十分な対応を講じてまいります。

１２月 １月 ２月 ３月

需要（厳冬Ｈ１）［万ｋＷ］ ５２５ ５２５ ５２５ ４８１

供給力 ［万ｋＷ］ ６１５ ６１２ ６１１ ６１５

供給予備力 ［万ｋＷ］ ９０ ８７ ８６ １３３

供給予備率 ［％］ １７．２ １６．５ １６．４ ２７．７
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（３）大規模な計画外停止発生時の状況①

・昨年度までの冬季電力需給見通しで確認していた２０１０年の計画外停止・出力

抑制発生時と同程度の発電設備の計画外停止（送電端で１２９万ｋＷ ）が発生し

た場合、北本連系設備からの受電と小売電気事業者の通告調整契約を織り込むこ

とで、電力の安定供給に必要な最低限の予備率３％以上を確保してまいります。

８

※供給予備率が最も低い２月の状況
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※２月の状況

・更に大規模な計画外停止（送電端で１５４万ｋＷ）が発生した場合においても、

北海道胆振東部地震の際と同様に自家発の焚き増し等のご協力を賜ることにより、

電力の安定供給に必要な最低限の予備率３％以上を確保してまいります。

・また、２月の営業運転開始に向け総合試運転を進めている石狩湾新港発電所１号

機（５４万ｋＷ［送電端］）については、総合試運転工程を前倒しの取り組みを

進め、緊急時の供給力として活用できるよう努めてまいります。

９（４）大規模な計画外停止発生時の状況②



・北海道エリアの今冬の需給見通しは、最も厳しい２月で供給予備率は１６．４％

となり、電力の安定供給に必要な最低限の予備率３％を上回っています。

・また、北海道の冬季の厳しい気象状況を踏まえ、発電設備の計画外停止や出力抑

制のリスクについても十分な対応を講じてまいります。

・具体的には、昨年度までの冬季電力需給見通しで確認していた１２９万ｋＷ（送

電端）の計画外停止・出力抑制が発生した場合、北本連系設備からの受電等によ

り、電力の安定供給に必要な最低限の予備率３％以上を確保してまいります。

・更に大規模な１５４万ｋＷ（送電端）の計画外停止が発生した場合においても、

北海道胆振東部地震の際と同様に自家発の焚き増し等のご協力を賜ることにより、

電力の安定供給に必要な最低限の予備率３％以上を確保してまいります。

・また、２月の営業運転開始に向け総合試運転を進めている石狩湾新港発電所１号

機については、総合試運転工程を前倒しの取り組みを進め、緊急時の供給力とし

て活用できるよう努めてまいります。

・当社は、発電設備や連系する送電線の保守・点検の強化などの対策を進めており、

取り組み内容につきましては、１１月に国が冬季の需給対策を検討することと

なっており、取りまとめ結果を踏まえ、お知らせいたします。

（５）まとめ 10


